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解決したい課題

【現状（課題）】

・本市の学校施設はプールが整備されているが一般開放を行っている実績が

なく、一般開放の利用に関するルールなどのノウハウが蓄積されていない。

・伊良波小学校、伊良波中学校、座安小学校の近隣の学校プールは老朽化が

懸念されている。

・全国的にプールでは重大な事故等が発生する可能性があり、安全管理の向

上を検討する必要がある。

【目指す姿】

・室内型温水プールを最大限活用し、市民サービス（学校利用者も含む）の

向上や、長期的な視点から財政負担軽減が図られるような事業
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件名 豊崎中学校室内型温水プール利用促進事業

概要

令和６年度に豊見城市内４校目の中学校として豊崎中学校を開校する予定と

なっており、体育館１階には室内型温水プールを整備しているため、学校関

係者の利用だけではなく、市民等が最大限利活用できるように一般開放を進

めていくための提案を求める。

求める提案(例)

・室内型温水プール利用促に向けた管理運営等に係る、事業手法（包括管理

業務委託、指定管理など）や事業スキーム、事業スケジュール、概算事業

費、メリット・デメリット、リスク分担などが示された提案が望ましい。

市が提供できる

メリット

・市内小中学校は小学校が８校、中学校が３校、市民プールが1カ所あるた

め、複数施設の管理運営に事業拡大を行える可能性がある。

・事業化を達成した場合、類似施設への導入可能性が広がる。

提案決定期限 令和6年6月28日

留意点

・ヒアリングの結果、提案書の内容に変更が生じる場合があります。

・提案事業について、県内外で同様の事例があれば示して頂きたい。

参考情報
豊崎中学校建設事業概要、設計図面

担当部署 教育部　生涯学習振興課、学校施設課


